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昨年に続き

八幡市内でボランティア活
動中の２団体をＶＴＲで紹
介し、これから何か始めた
い方に届くよう
ニューテイストな番組！

インターネットが苦手な方にも見てもらえるよう、動画上映会を行います！上映会では「ボ
ランティアって興味があるけど何から始めたらいいかわからない。」という悩みにボラン
ティアコーディネーターが直接相談に乗ります！詳細については12月発行分の社協だより
をご覧頂くか、お近くの公民館や社会福祉協議会で配架しているチラシをご覧ください。

【問合先】八幡市社会福祉協議会　TEL075-983-4450　FAX075-983-5798

ボランティアき
っかけ講座

ボランティアニ
ュース！

～あなたにもできるボラン
ティア～

めばえの談活

２月に動画上映会　実施！

募集内容：特別協賛曲「自画自賛」に合わせた踊り及び特技披露の
	 　　動画を募集中です。
	 	 ※個人でもグループでも参加は自由です。
	 	 ※社協ホームページ上で楽曲がダウンロードでき、
	 	 　見本の踊りを見ることが出来ます。　　　　
応募方法：QRコードから社協 LINEと友達になり、LINE から動画を投稿してください。
応募締切：令和 4 年２月 10 日（木）
ホームページ：「八幡市社会福祉協議会」で検索を！
	 	 　http://yawata-shakyo.or.jp/news/boshuu.html　
	 	 　から直接お知らせページへ飛べます。

宛名：　　　　　　　　		　　　へ（※必須）（例）両親へ、友人へ、恩師へ等

社協 LINE
友達登録
よろしくね

やわたフレンドパーク
応募者募集中‼

「40 字の手紙」を書いてみよう
テ	ー	マ：　「今、（コロナ禍で）会えない人へのメッセージ」
形　　式：１～ 40文字までの手紙形式でメッセージが含まれているもの。
　　　　　手紙の宛先は誰でも結構です。ただし、宛名は必ず明記してください。
	 	 ※個人が特定できるような宛名はお控えください。（フルネームなど。）
　　　　　　※漢字は読みにかかわらず 1文字と数え、句読点も括弧も文字数に含めます。
応募方法：宛名と 40字までの手紙を下記のアドレスにメールにて投稿してください。　　　　　　　　
　　　　　メール以外の場合は、こちらの申込書を下記の所在地へ郵送または FAXでご応	
	 　　募ください。　　　　　　
	 	 ※直接書くことが難しい方は電話で申し込みを受け付けます。
　　　　　　※テーマにそぐわない内容の場合は掲載できない場合があります。　　　　
所 在 地：〒 614-8022　八幡市八幡東浦 5番地　八幡市社会福祉協議会
電 　 話：075-983-4450　ＦＡＸ：075-983-5798　
メールアドレス：fukusi.tudoi@yawata-shakyo.or.jp
応募締切：令和４年２月１０日（木）

 みんなで踊ろう！つながろう！

みんなで創る福祉のつどい令和 3 年度

まずはスマホ等で下の
ＱＲコードを読み取っ
ていただくか、

で検索！

にほんご教室「世界はテマン」インタビュー 男山A地区自治会福祉部「つどい花」インタビュー

あなたの固定概念を破ったその先に、
やりがいに満ち溢れた世界が待っている！ 日常の中にどこか古き良き地域の姿がそこにあった。

サイトへはこちらから

踊りの見本
や曲のダウ
ンロードは
こちら



動画配信中！

おうち時間が増えた今、おうち時間が増えた今、
　ゆっくり動画を見てみよう！　ゆっくり動画を見てみよう！

あなたも「ちょボラ」やってみませんか？
　八幡市社会福祉協議会のホームページ上に「ちょボラ」に関する動画をアップしました！
「ボランティア」というと、ボランティア団体に入ったり、災害のあった場所でのボランティ
アや、最近だとオリンピックのボランティアが有名ですが、「ちょボラ」とはこのような
大掛かりのものではなく、日常の中で出来るちょっとしたボランティアのことを言います。
　ぜひ、動画を視聴してみて、日常の中に「ちょボラ」を取り入れてみてください。

※受付・掲載有無について、八幡市ボランティア活動センターからは連絡しません。
※申し込み＝掲載確定ではありません。誌面に限りもあり、ご希望に
　添えない場合があります。
※掲載された場合は、八幡市ボランティア活動センターから、問い合
　わせや申し込み状況などの反響についてお尋ねする場合があります。
※情報はホームページに掲載する場合もあります。
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スマートフォンでQRコードを読み込んでいただくか、
パソコンからご視聴いただく際は、
「ボランティア活動　八幡市社会福祉協議会」
で検索を！

令和３年度
ボランティア団体、
市民活動団体交流会
開催しました！

また、コロナ禍に発生した課題以外にも、メ
ンバーの高齢化や後継者不足のため、今後の団
体の存続について悩まれている団体や、ボラン
ティア活動の利用者の増加を求めている団体が
多数あることがわかりました。
それらの課題に対し、ボランティア活動セン

ターでは、ボランティア活動の魅力や団体の活
動を紹介、発信することで、広く市民のボラン
ティア活動に興味関心を持ってもらい、ボラン
ティアの輪を広げ、八幡市内のボランティア活
動が活性化するようサポートしていきたいと思
います。　

令和３年１１月１２日（金）に八幡市内のボ
ランティア団体、市民活動団体を対象に、八幡
市立福祉会館で２年ぶりとなる交流会を行いま
した。
交流会当日は京都光華女子大学　准教授　南

多恵子氏を講師としてお招きし、グループに分
かれて「コロナ禍で感じる活動中の悩み」や「ボ
ランティア活動を存続、継続させるための工夫」
について話し合いました。
交流会前に行ったアンケート調査では、「コ

ロナ禍で活動頻度が減少した。」と答えた団体
は多数挙がっており、高齢者施設で活動する団
体は施設への出入りが難しいため活動がなく
なったり、メンバーや活動の対象者が高齢のた
め活動を自粛するなどして、活動中止を余儀な
くされた団体がありました。
活動を続けている団体はマスクの着用やアル

コール消毒を徹底したり、少人数で活動するな
ど、コロナ禍の影響を受けながらも工夫をこら
すことで活動を継続されているようです。 講師からコメントをいただいている様子

グループに分かれて交流中の風景


